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最新の生成  AI モデル
へのアップデートに必
要な LLMOps
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今、皆さんが使っている生成  AI のモデルい

つまで使えるかご存知ですか？ ”
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Gemini の場合

モデル  ID リリース日 廃止日 詳細

gemini-2.5-pro 2025 年 6 月 17 日 2026 年 6 月 17 日

gemini-2.5-flash 2025 年 6 月 17 日 2026 年 6 月 17 日

gemini-2.0-flash-001 2025 年 2 月 5 日 2026 年 2 月 5 日 Gemini 2.0: Flash、Flash-Lite、Pro - 
Google デベロッパー  ブログ

gemini-2.0-flash-lite-001 2025 年 2 月 25 日 2026 年 2 月 25 日 Gemini 2.0: Flash、Flash-Lite、Pro - 
Google デベロッパー  ブログ

参照: https://cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/learn/model-versions
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日々進化する生成  AI を使いこなすために

LLM (大規模言語モデル) の進化と普及により、

AI を使ったシステムの運用も複雑化

常に最新のモデルを使い、高い精度によって

ビジネスの価値を生むには運用の設計が重要
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LLMOps への道程 01 精度劣化のリスク
02 LLMOps の概要
03 Vertex AI の機能

Vertex AI Studio
Prompt Optimizer
Gen AI Evaluation Service
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01. 精度劣化のリスク
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運用

特に問題がなさそうなの
で、ログの記録と
マシンの監視だけ継続

PoC 
データを収集し、実際に
精度が出るか、価値が出
るかを検証

例: カスタマー サポートの
待ち時間が長く、生成 AI 
による半自動化を目指す

オフラインの検証で
精度 95% を実現

リリース  
カスタマー サポートの一
次受付を AI にさせ、より
緊急度の高い問い合わ
せを人間が対応

サービスの離脱率が
5% 軽減

サービス劣化

待ち時間が長くなったと 
SNS で話題になっている
ことを観測し、システムを
確認

新商品・新サービスに関
する問い合わせが増え、
一次受付の AI が正しく優
先順位をつけられずに
ユーザが離脱

カスタマー  サポートの半自動化  (仮想)
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モデル精度

入力データが変化するとモデルの

精度も変化する可能性が高い

評価用データセットの準備、更新、

再評価は重要

入力データの変化

PoC で用意したデータセットと、実

際にリリースした後のデータは必

ずしも一致しない

新しい商品名、想定していなかっ

た言語など、様々な要因で入力

データは変化する

モニタリングの例

サービス自体の品質

モデルの精度では説明できない要

因は、離脱率、CTR、顧客満足度

などのビジネス KPI で評価すること

も重要
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02. LLMOps の概要
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LLMOps（大規模言語モデル運用）とは、大規模言語モ

デル（LLM）の管理と運用に関連する手法とプロセスを指

します。LLM は、テキストやコードの膨大なデータセット

でトレーニングされた  AI モデルで、テキストの生成、翻

訳、質問への回答など、言語関連のさまざまなタスクを

実行できます。 ”

参照: https://cloud.google.com/discover/what-is-llmops?e=48754805&hl=ja#what-is-llmops-large-language-model-operations
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データ  ガバナンスの確

立

LLMOps のライフサイクル全体を

通じてデータの安全かつ責任ある

使用を確保するために、明確な

データ ガバナンス ポリシーと手順

を確立する必要がある。

データを効率的に管理

LLM は、トレーニングと推論中に

膨大な量のデータを生成できる。

組織は、ストレージと取得を最適化

するために、データ圧縮やデータ 
パーティショニングなどの効率的な

データ マネジメント戦略を実装する

必要がある。

高品質なデータを使用

LLM を効果的にトレーニングする

には、大量の高品質なデータが必

要。

組織は、トレーニングに使用する

データがクリーンで正確であり、目

的のユースケースに関連している

ことを確認する必要がある。

データ  マネジメント
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トレーニングの進行状

況をモニタリングする

潜在的な問題を特定し、必要な調

整を行うには、トレーニングの進行

状況を定期的にモニタリングするこ

とが不可欠。組織は、損失や精度

などの主要なトレーニング指標を

追跡するために、指標とダッシュ

ボードを実装する必要がある。

トレーニング

パラメータを最適化

ハイパー パラメータ調整は、LLM 
のパフォーマンスを最適化するた

めに重要。学習率やバッチサイズ

などのさまざまなトレーニング パラ

メータを試して、モデルに最適な設

定を見つける。

適切なトレーニング  ア
ルゴリズムを選択

LLM やタスクの種類によって、適

切なトレーニング アルゴリズムが

ある。組織は、利用可能なトレーニ

ング アルゴリズムを慎重に評価

し、特定の要件に最も適したものを

選択する必要がある。

モデルのトレーニング
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セキュリティを確保

LLM と LLM が処理するデータを保

護するために、強力なセキュリティ

対策を実装する必要がある。これ

には、アクセス制御、データ暗号

化、定期的なセキュリティ監査など

がある。

適切なデプロイ戦略を

選択

LLM は、クラウドベースのサービ

ス、オンプレミスのインフラストラク

チャ、エッジデバイスなど、さまざま

な方法でデプロイできる。お客様の

具体的な要件を慎重に検討し、お

客様のニーズに最も適したデプロ

イ戦略を選択。

デプロイのパフォーマン

スを最適化

デプロイ後は、LLM をモニタリング

してパフォーマンスを最適化する

必要がある。これには、リソースの

スケーリング、モデル パラメータの

調整、レスポンス時間を改善する

ためのキャッシュ メカニズムの実

装が含まれる場合がある。

デプロイ
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モニタリング  データの

分析

モニタリング データは定期的に分

析して、傾向、パターン、改善の余

地を特定する必要がある。この分

析は、LLMOps プロセスの最適化

と、高品質の LLM の継続的なデリ

バリーを保証するのに役立つ。

リアルタイム

モニタリングの実装

運用中に発生する可能性のある問

題や異常を検出して対応できるよ

うに、リアルタイム モニタリング シ
ステムを実装する必要がある。

モニタリング指標を

確立

LLM の健全性とパフォーマンスを

モニタリングするために、重要業績

評価指標 (KPI) を確立する必要が

ある。これらの指標には、精度、レ

イテンシ、リソース使用率などがあ

る。

モニタリング
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03. Vertex AI の機能
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モデル評価  
モデルの精度を定量的に
評価することで、データに
基づく意思決定が可能。

Vertex AI
Gen AI Evaluation 
Service

プロンプト最適化  
新しいモデルに乗り換え
ることで精度向上を図る。

モデルの変化に適応する
ため、プロンプトを最適化
する。

Vertex AI
Prompt Optimizer

プロンプト管理

目的のタスクを解くため
にプロンプトをデザインす
る。

プロンプトの試行錯誤を
管理し、実験を適切に記
録する。

Vertex AI Studio

自動化

定型化できる操作は、自
動化することで運用コスト
とヒューマンエラーを減す

Vertex AI Pipelines

LLMOps の一例
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モデル評価  
モデルの精度を定量的に
評価することで、データに
基づく意思決定が可能。

Vertex AI
Gen AI Evaluation 
Service

プロンプト最適化  
新しいモデルに乗り換え
ることで精度向上を図る。

モデルの変化に適応する
ため、プロンプトを最適化
する。

Vertex AI
Prompt Optimizer

プロンプト管理

目的のタスクを解くため
にプロンプトをデザインす
る。

プロンプトの試行錯誤を
管理し、実験を適切に記
録する。

Vertex AI Studio

自動化

定型化できる操作は、自
動化することで運用コスト
とヒューマンエラーを減す

Vertex AI Pipelines

LLMOps の一例
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Vertex AI Studio



Proprietary

020Google Cloud Next Tokyo 

Vertex AI Studio - プロンプト作成
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Vertex AI Studio - メモの編集
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Vertex AI Studio - 履歴

プロンプト履歴パラメータプロンプト、出力結果、メモ
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Vertex AI Studio - プロンプト比較
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モデル評価  
モデルの精度を定量的に
評価することで、データに
基づく意思決定が可能。

Vertex AI
Gen AI Evaluation 
Service

プロンプト最適化  
新しいモデルに乗り換え
ることで精度向上を図る。

モデルの変化に適応する
ため、プロンプトを最適化
する。

Vertex AI
Prompt Optimizer

プロンプト管理

目的のタスクを解くため
にプロンプトをデザインす
る。

プロンプトの試行錯誤を
管理し、実験を適切に記
録する。

Vertex AI Studio

自動化

定型化できる操作は、自
動化することで運用コスト
とヒューマンエラーを減す

Vertex AI Pipelines

LLMOps の一例
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日々新しいモデルがリリースされ、プリ

ケーション側のアップデートが精度の

向上にもつながる

生成 AI のモデルを移行するには、プ

ロンプトを新しいモデルに合わせて最

適化することが重要

モデル  アップデートに必要な技術

Gemini 1.5

Gemini 2.5

プロンプト  v1

プロンプト  v2

?

モデルプロンプト

最適化
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Prompt Optimizer でプロンプトの最適化
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Prompt Optimizer に必要なデータ

Prompt 
Optimizer

オリジナル
プロンプト
テンプレート

データデータ参照
データ

移行先モデル
評価指標

最適化された
プロンプト
テンプレート

{Review: xxxxxxx, 
Summary: xx}
{Review: yyyyyyy,
Summary: yy}
{Review: zzzzzzz,
Summary: zz}

家電のプロとしてレ
ビューを要約してくだ
さい。
Review: 
Summary: 

Gemini-2.0-flash-001
Summarization_quality
…
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Prompt Optimizer の仕組み

プロンプト
テンプレート  v0

データデータ入力
データデータ出力 評価指標  =3.2

プロンプト
テンプレート  v1 評価指標  =3.8

プロンプト
テンプレート  v2 評価指標  =4.5

データデータ入力
データデータ出力

データデータ入力
データデータ出力

テンプレートを

繰り返し更新し

評価指標を最大化
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Prompt Optimizer の job
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プロンプト  テンプレートの最適化
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モデル評価  
モデルの精度を定量的に
評価することで、データに
基づく意思決定が可能。

Vertex AI
Gen AI Evaluation 
Service

プロンプト最適化  
新しいモデルに乗り換え
ることで精度向上を図る。

モデルの変化に適応する
ため、プロンプトを最適化
する。

Vertex AI
Prompt Optimizer

プロンプト管理

目的のタスクを解くため
にプロンプトをデザインす
る。

プロンプトの試行錯誤を
管理し、実験を適切に記
録する。

Vertex AI Studio

自動化

定型化できる操作は、自
動化することで運用コスト
とヒューマンエラーを減す

Vertex AI Pipelines

LLMOps の一例
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評価のアプローチ データ 費用と処理速度

モデルベースの指標
判定モデルを使用し、記述的な評価基準
に基づいてパフォーマンスを評価

グラウンド  トゥルースはなくてもかまわない 費用がやや高く低速

計算ベースの指標 数式を使用してパフォーマンスを評価 通常、グラウンド  トゥルースが必要 費用が低く高速

Vertex AI - Gen AI Evaluation Service
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ポイントワイズ指標

モデルベースの指標

生成モデル  A

評価用
モデル

入力

出力 A

スコア

生成モデル

評価用
モデル

入力 出力

スコア

ペアワイズ指標

生成モデル  B

出力 B

流暢さのような
指標を出力

出力 A vs. 出力 B の
比較を繰り返し
割合を出す
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モデルベースとは異なり、テキストに対

して完全一致、BLEU などのスコアを計

算する

モデルベースよりも高速に計算できる

ことが多く計算方法が具体的に定義さ

れている。学術論文などでも度々使わ

れる指標

計算ベースの指標

生成モデル

計算

入力

生成データ

スコア
BLEU などの
スコアを計算

参照データ
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モデル評価  
モデルの精度を定量的に
評価することで、データに
基づく意思決定が可能。

Vertex AI
Gen AI Evaluation 
Service

プロンプト最適化  
新しいモデルに乗り換え
ることで精度向上を図る。

モデルの変化に適応する
ため、プロンプトを最適化
する。

Vertex AI
Prompt Optimizer

プロンプト管理

目的のタスクを解くため
にプロンプトをデザインす
る。

プロンプトの試行錯誤を
管理し、実験を適切に記
録する。

Vertex AI Studio

自動化

定型化できる操作は、自
動化することで運用コスト
とヒューマンエラーを減す

Vertex AI Pipelines

LLMOps の一例
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様々な作業の自動化

※画像の置換方法
グレーボックスを選択し、 右ク
リックで「画像を置換」 を選択
し、配置したい画像に差し替え
てください。本テキストは削除し
てください。

Vertex AI Workbench - ExecutorVertex AI Pipelines
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モデル評価  
モデルの精度を定量的に
評価することで、データに
基づく意思決定が可能。

Vertex AI
Gen AI Evaluation 
Service

プロンプト最適化  
新しいモデルに乗り換え
ることで精度向上を図る。

モデルの変化に適応する
ため、プロンプトを最適化
する。

Vertex AI
Prompt Optimizer

プロンプト管理

目的のタスクを解くため
にプロンプトをデザインす
る。

プロンプトの試行錯誤を
管理し、実験を適切に記
録する。

Vertex AI Studio

自動化

定型化できる操作は、自
動化することで運用コスト
とヒューマンエラーを減す

Vertex AI Pipelines

最新の生成  AI モデルへの
アップデートに必要な  LLMOps


